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【目的】 EBN に対する看護系大学教員の意識を調べるために全国調査を実施した。ここ

では第一報に引き続き質的研究方法に関する調査結果の一部を報告する。 

【対象と方法】 調査対象は，第一報と同様に平成 13 年度の日本看護系大学協議会会員名

簿に記載されている 3155 名とした。調査内容は，対象者の一般的属性，EBN に関する知

識，授業・研究と EBN との関係に関する項目など 51 項目である。調査は，質問紙を用い

た郵送法で行い，調査票の発送は平成 13 年 11 月下旬から 12 月上旬に行い，調査票の発送

後約２週間後に調査の礼状兼督促状を送付した。調査票の回収は平成 14 年１月下旬まで行

った。回収数は 1170 名であり，回収率は 37.1％であった。回答者の他の属性に関しては，

第一報を参照されたい。なお，分析には主に HALWIN を用いた。 

【結果と考察】 多くの質的研究と量的研究に対して、対象の選び方、研究方法、データ

の収集方法、データの分析方法、分析結果の解釈の５項目について、科学的だと思うかと

いう質問をした結果、質的研究については対象の選び方で「はい」と答えた者は 6.4％、

「どちらともいえない」68.3％、「いいえ」25.4％であった。データの収集方法では「は

い」8.1％、「どちらともいえない」71.2％、「いいえ」20.8％であった。、データのまと

め方では「はい」7.6％、「どちらともいえない」72.2％、「いいえ」20.2％であった。解

析方法では「はい」7.7％、「どちらともいえない」73.2％、「いいえ」19.1％であった。

結論の導き方では「はい」6.8％、「どちらともいえない」73.6％、「いいえ」19.6％であ

った。 

 量的研究の対象の選び方で「はい」と答えた者は 14.4％、「どちらともいえない」75.9

％、「いいえ」9.6％であった。データの収集方法では「はい」20.3％、「どちらともいえ

ない」72.2％、「いいえ」7.6％であった。データのまとめ方は「はい」27.9％、「どちら

ともいえない」66.9％、「いいえ」5.2％、解析方法では「はい」30.9％、「どちらともい

えない」64.5％、「いいえ」4.5％、結論の導き方は「はい」19.0％、「どちらともいえな

い」75.3％、「いいえ」5.7％であった。 

 質的研究では５項目とも「はい」の割合が 6.4～8.1％と極めて低かった。質的研究、量

的研究とも「どちらともいえない」が 70％前後と多く、これらの結果の分析については他

の項目も含めて，更に詳細な分析を行う予定である。（本研究の一部は，科学研究費補助

金（平成 13・14 年度基盤研究Ｃ 課題番号 13672447，および平成 15 年度基盤研究Ｂ課題

番号 15390660）による） 


